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毎
年
夏
に
北
河
内
の
教
職
員
が

集
ま
り
交
流
や
学
習
を
す
る
北
河

内
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
、
７
月
23
日

(

木
・
休)

１
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
も
考
え

Z
o
o
m

会
議
で
開
催
し
ま
す
。 

 

全
体
会
や
、
国
語
、
算
数
、
中
学

校
生
徒
会
な
ど
の
分
科
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
。 

 
Z

o
o
m

参
加
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ

「
北
河
内
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
へ
登
録
し
て
下
さ
い
。 

 
ID

、PW

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

大
阪
教
職
員
組
合
、
枚
方
教
職

員
組
合
は
「
２
０
２
１
年
度
予
算
に

向
け
た
文
部
科
学
省
概
算
要
求
の

た
め
の
要
請
書
名
」(

み
ん
な
の
え

が
お
署
名)

を
進
め
て
い
ま
す
。  

ネ
ッ
ト
署
名
も
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
力
を
合
わ
せ
、
少
人
数
学
級

を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

維
新
の
会
の
伏
見
枚
方
市
長

は
１
期
目
の
当
選
時
に
「小
６
ま

で
の
35
人
学
級
、
小
３
ま
で
の

30
人
学
級
」
を
公
約
に
掲
げ
て

い
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
後
、
小
６
ま
で
の

40
人
超
学
級
の
解
消
は
し
た
も

の
の
、
従
来
の
公
約
は
い
つ
の
間

に
か
取
り
下
げ
て
、
高
学
年
は

「
小
学
校
教
科
担
任
制
」
に
変
わ

っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
、
大
規
模
な
統
廃
合
計
画
の

再
開
を
狙
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
て
い
る
中
で
、
大
阪
府
は
一
切

導
入
せ
ず
、
学
力
テ
ス
ト
を
テ
コ

に
や
子
ど
も
と
教
員
を
締
め
付

け
競
争
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
全
国
の
都
道
府

県
で
、
独
自
の
少
人
数
学
級
を

導
入
し
て
い
な
い
の
は
大
阪
、
熊

本
、
広
島
の
３
府
県
の
み
と
い
う

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

橋
下
徹
元
府
知
事
は
、
果
て
し

な
く
公
立
高
校
を
統
廃
合
に
追

い
立
て
る
条
例
を
作
り
、
大
阪

市
の
吉
村
元
市
長
、
松
井
現
市

長
は
小
学
校
を
住
民
、
保
護
者

を
無
視
し
て
統
廃
合
を
可
能
に

す
る
条
例
を
制
定
し
て
、
一
部

の
特
別
な
小
中
一
貫
校
設
置
を

強
引
に
進
め
て
き
て
い
ま
す
。 

  
 

 

安
倍
政
権
も
橋
下
・
松
井
・
吉

村
氏
ら
維
新
政
治
も
、
共
通
す

る
の
は
、
教
育
政
策
の
根
底
に

あ
る
の
が
、
テ
ス
ト
中
心
の
競
争
主

義
で
大
多
数
の
子
ど
も
た
ち
を
犠

牲
に
す
る
一
方
で
、
ご
く
一
部
の
大

企
業
や
政
府
の
求
め
る
エ
リ
ー
ト

教
育
を
突
出
し
て
進
め
る
考
え
に

他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
結
果
、
安
倍
政
権
や
、
大
阪

の
維
新
府
政
の
も
と
で
、
不
登
校
や

子
ど
も
の
暴
力
行
為
、
い
じ
め
な
ど

の
増
加
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

で
、
三
密
が
避
け
ら
れ
な
い
日
本

の
学
校
は
長
期
休
校
が
続
く
中

で
、
学
習
保
障
が
大
き
な
課
題
に

な
り
ま
し
た
。 

大
量
の
家
庭
学
習
課
題
や
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
材
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど

が
急
遽
広
が
っ
た
も
の
の
、
家
庭
任

せ
の
側
面
が
大
き
く
学
力
格
差
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

再
開
後
も
休
校
を
取
り
戻
す
つ

め
こ
み
授
業
、
授
業
時
間
積
み
上

げ
で
子
ど
も
に
も
教
員
に
も
大
き

な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
市
内
の
小
規
模
校
で

は
分
散
登
校
で
も
、
２
部
制
授
業

の
必
要
が
な
く
、
ゆ
と
り
の
中
で

授
業
展
開
が
で
き
た
こ
と
か
ら

も
、
少
人
数
学
級
の
絶
大
な
効
果

が
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

少
人
数
学
級
の
実
現
を
！

 

1

7 

 

も
と
も
と
は
２
０
１
８
年
に
は

中
３
ま
で
の
35
人
学
級
と
小
１
・

２
ま
で
の
30
人
学
級
実
現
の
計
画

が
あ
り
、
全
国
的
に
も
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
第
１
次
安
倍
政
権
成

立
後
、
小
３
以
降
の
35
人
学
級
が

停
止
。
以
後
20
年
間
も
放
置
さ
れ

た
ま
ま
と
な
り
、
結
局
、
途
上
国
並

み
の
教
育
条
件
に
な
り
は
て
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
全
国
的
に
統
廃
合
を
進

め
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
を

目
玉
校
と
し
て
設
置
を
す
す
め
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
で
小
学
校
か
ら
の
競

争
と
落
ち
こ
ぼ
し
の
政
策
を
強
引
に

進
め
て
き
ま
し
た
。 

級
実
現
の
た
め
の
教
員
確
保
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
の
た
め
の
予

算
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

要
望
書
で
は
、
今
の
教
室
と
40

人
学
級
で
は
三
密
が
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
や
、
感
染
拡
大
で
も
学
び

の
保
障
の
た
め
に
は
少
人
数
学
級

が
不
可
欠
と
し
て
い
ま
す
。 

 

教
育
に
近
い
自
治
体
に
と
っ
て
、

少
人
数
学
級
は
全
国
の
行
政
を
あ

げ
て
の
切
実
な
要
求
で
す
。 

長
期
休
校
で
学
力
格
差
の
拡
大 

子
ど
も･

教
員
に
大
き
な
負
担 

全
国
知
事
・
市
長
会 

少
人
数
学
級
を
政
府
に
要
望 

 

全
国
知
事
会
、
市
長
会
、
町
村

会
の
３
団
体
は
７
月
２
日
、
文
部

科
学
大
臣
に
対
し
て
少
人
数
学

山
梨
県
で
昨
年
当
選
し
た
自

民
・
公
明
な
ど
が
推
す
保
守
系
知

事
は
、
公
約
だ
っ
た
25
人
学
級
導

入
の
た
め
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
実
現
に
向
け
て
検
討
を
続
け

て
き
ま
し
た
。 

今
年
１
月
に
検
討
委
員
会
は
、

小
１
に
25
人
学
級
を
導
入
す
る

こ
と
、
小
２
～
４
も
今
後
検
討
し

て
い
く
と
す
る
報
告
書
を
知
事
に

提
出
し
ま
し
た
。 

 

知
事
は
公
約
で
小
中
学
校
全
学

年
で
の
25
人
学
級
実
現
を
訴
え

て
当
選
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
や
、
政
党
や
立
場
を
越
え
て
、

少
人
数
学
級
実
現
、
拡
充
は
切
実

な
国
民
の
要
求
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

山
梨
県
は
ナ
ン
ト
!! 

小
１
を
２５
人
学
級
へ 

安
倍
政
権
、
実
現
の
は
ず
の 

少
人
数
学
級
を
２０
年
中
断 

 

大
阪
の
維
新
の
会
も
13
年
前

の
橋
下
元
知
事
が
、
小
１
・
２
の

35
人
学
級
を
廃
止
し
て
習
熟
度

別
授
業
に
し
よ
う
と
し
て
大
き
な

反
対
に
あ
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
、
全
国
の
都
道
府
県

が
独
自
に
少
人
数
学
級
を
導
入

維
新
政
治
も
と
に
か
く 

少
人
数
学
級
否
定
と
統
廃
合 

伏
見
・
枚
方
市
長
も 

少
人
数
学
級
の
公
約
消
え
る 

少
人
数
学
級
否
定
と
統
廃
合 

エ
リ
ー
ト
教
育
の
た
め
に 

大
多
数
の
子
ど
も
を
犠
牲
に 

少
人
数
学
級
否
定
と
統
廃
合 

「
み
ん
な
の
え
が
お
署
名
」で 

今
度
こ
そ
少
人
数
学
級
実
現
へ 

少
人
数
学
級
否
定
と
統
廃
合 

「みんなの

えがお署名」 

ネット署名

QRコード 

７
／

23
（
木･

休
）
は 

北
河
内
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ 

 

北
河
内
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト 

Q
R

コ
ー
ド
に
登
録
を 

維新政治、安倍政権 教育政策の根底 

■維新の教育 格差を広げてエリート育成を 

「格差を生んでよい」「格差を受け入れてでも、秀でた者を育てる必

要がある」教育基本条例制定時の中心・坂井良和（維新の会） 

■安倍政権  統廃合で浮いたお金をエリート教育に  

「教育財源確保に当たっては、学校統廃合等によって生じた財源を

教育の質向上に活用すべき」（教育再生実行会議 第五次提言） 

「特に優れた才能を有する人材の発掘、育成」を提言（第九次提言） 

 


